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龍門山断層帯の内部構造と高速摩擦挙動：研究の現状
Internal structures and high-velocity frictional properties of Longmenshan fault zone: the
current status of researches
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壊滅的なWenchuan地震（2008年Mw 7.9）に伴って龍門山断層沿いに280 kmにおよぶ地表断層が形成された。Wenchuan
地震断層科学掘削計画（WFSD）は 2年前に始まったが、この掘削は野島断層とチェルンプ断層の掘削に続いて、大地震
後に地震断層を掘削する 3番目のプロジェクトになった。龍門山断層研究の有利な点は、同地域にはマイロナイトなど
の深部断層岩が露出しており、地表断層露頭、掘削コア、深部断層岩の研究を総合することによって、断層浅部から深
部に至る断層モデルを構築できる可能性があることである。WFSD掘削の最初の成果は 2010年秋の AGUで報告された
が、掘削そのものは現在でも進行中である。しかし、残念ながらWFSD掘削コアは物性測定用にはまだ公開されていな
い。そこで中国地震局地質研究所では、5カ所で Beichuan-Yingxiu faultの浅部掘削をおこない、同時に数カ所の露頭で
断層帯の内部構造と摩擦の性質を調べている。ここでは、Hongkou, Pingxi, Xiaojiaqiaoでの断層露頭、Shenxigouでの浅
部掘削コアで調べた断層帯の内部構造と高速摩擦実験の結果を報告する。断層ガウジの挙動は同じ露頭から採取した試
料でもかなりことなっており、これらの結果に基づいて断層帯の不均一性について論じたい。WFSDコアが入手できれ
ば、その摩擦挙動についても報告したい。
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